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津波警報改善にむけた津波観測施設の強化 

ブイ式海底地震計の整備（気象庁） 

                      
気象庁は、平成23年3月に発生した東北地方太平洋沖地震の震源域の周辺で発生する津波の早期検知

のため、当該海域付近にブイ式海底津波計を3台設置します。ブイ式海底地震計による津波観測は、津

波警報の更新に活用するとともに、沖合津波観測情報（来年3月より運用予定）において発表されます。  

ブイ式海底地震計の整備により、東北地方沖合の日本海溝付近で発生した津波の場合、地震発生後10

分程度で津波が検知可能となり、これを情報として発表すること等を通じ、より確実な津波避難等を支

援します。ブイ式海底地震計の設置予定場所を図1に、同津波計の概要を図2に示します。 

＜スケジュール（予定）＞ 

 平成24年10月頃   ブイ式海底地震計の設置 

     12月頃   津波警報への活用開始 

 平成25年3月頃    沖合津波観測情報による観測値の発表開始 

                       ＜ブイ式海底地震計による津波早期検知の効果＞ 

 ブイ式海底津波計の設置により、海溝軸付近

で発生する津波を、地震発生後10分程度で捉え

ることが可能となる（図3-1）。 

 また、同領域で発生する津波を、既存の観測

網に比べて、場所によっては10分以上早く捉え

ることが可能になる（図3-2）。 

（気象庁報道発表資料より編集） 

 

 

 

図 1 ブイ式海底津波計の設置場所。 
主に日本海溝付近で生じる大きな津波の早期検知を主な目的として設置。 

日本海溝の海溝

東北地方太平洋沖 
地震の震源 
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図 2 ブイ式海底津波計の概要 
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図 3-1 海溝軸付近で想定される津波発生源 
から津波が伝搬する時間。 
 等値線は 5 分間隔。赤く塗った領域 
は、想定される津波発生源から津波が 
10 分で伝搬する範囲。 

（●印はブイ式海底津波計の設置場所） 

図 3-2 ブイ式海底津波計と既存の観測網との 
津波検知までの時間差。 
 等値線は 10 分間隔。赤く塗った領域 
は、ブイ式海底津波計で既存の観測網よ 
りも早く検知できる津波の発生領域。 

（●印はブイ式海底津波計の設置場所） 
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～～～ なまずきんの働き（2012 年７月） ～～～ 
 
【発信数等概要】 

7月は緊急地震速報（警報）が発表される地震の発生はなかった（6月は 3回）、緊急地震速報（予報）

が発表された地震の回数は 102 回（6 月は 118 回）でした。発信の総数は 511 通（6 月は 615 通）でし

た。緊急地震速報の予測震度 4以上と報じた地震の回数は 8回（6月は 9回）、予測震度 3と報じた地震

の回数は 19回（6月は 29 回）でした（Table.1、2）。 

「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震は、次第に低下しており、7 月中に発生した

Ｍ5.0 以上の地震の回数は 1 回（6 月は 4 回）、最大震度 4 以上を観測した地震はありませんでした（6

月は 3回）でした。なお、余震回数（2011/03/11 14:46～2012/06/30 24:00、本震を除く）は、M7.0以

上が 6回、M6.0以上が 105回、M5.0以上が 692回となっています。 

 

Table.1 緊急地震速報で最大震度が４以上と予測された地震及び警報発表回数（2012 年 7 月 1 日～31 日） 
  予測震度 4 以上の発表回数   警報発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震        0.回  

計 8 回 

   0 回  

計 0回 上記以外        8 回    0 回 

       

Table.2 緊急地震速報で最大震度が３と予測された地震（2012 年 7 月 1 日～31 日） 

 予測震度３の発表回数 

東北地方太平洋沖地震の余震    7 回  

計 19 回 
上記以外 12 回 

 

 

【オホーツク海を震源とする地震】  

  8 月 14 日 12 時 01分頃に発生したオホーツク海南部を震源とする地震（Ｍ7.3、深さ 590ｋｍ、最大

震度 3）で、北海道から青森県、岩手県で最大震度 3を観測しました。 

この地震に対して緊急地震速報（警報）が北海道の宗谷地方北部、宗谷地方南部、上川地方北部、留

萌地方中北部に対して発表されました。 

この緊急地震速報では、実際の震源に比べ、処理の初期段階で震源を浅く内陸に誤って推測したため

に、予想した震源の周辺で震度を大きく予想し警報が発表されました。図 4に緊急地震速報を受信した

時の“なまずきん”による再現画面をを示します。 
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図 4 北海道稚内に着目し、緊急 
地震速報（第 6 報）を受信

した時の“なまずきん”に

よる再現画面。 
×は震央で、これを取り巻 
く橙色の円が主要動（Ｓ波）

の拡がりを示す。Ｓ波が稚

内到着まであと 5 秒である

こと、稚内の推計震度が 4
であることを示す。 
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Table.3  緊急地震速報（警報）の発信状況  8 月 14 日 12 時 01 分、オホーツク海南部）      

（気象庁資料より） 

(緊急地震速報(警報)は背景が灰色[ 第 2 報 ]の時に発表) 

提供時刻等 

震源要素等 

地震波検知から 震源要素 

予測震度 
の経過時間（秒） 北緯 東経 深さ 

ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

地震波 

検知時

刻 

12 時 01分 11.0秒 ― ― ― ― ― ― 

1 12 時 01分 15.3秒 4.3 45 142 10km 5.3 ※1 

2 12 時 01分 18.3秒 7.3 45 142 10km 5.7 ※2 

3 12 時 01分 18.4秒 7.4 46.6 143.9 420km 6.8 ― 

4 12 時 01分 22.1秒 11.1 46.6 143.9 420km 6.8 ― 

5 12 時 01分 41.2秒 30.2 46.6 143.9 420km 6.8 ― 

6 12 時 01分 43.6秒 32.6 46.6 143.9 420km 6.8 ― 

7 12 時 02分 03.1秒 52.1 46.6 143.9 420km 6.5 ― 

8 12 時 02分 19.3秒 68.3 46.6 143.9 420km 6.1 ― 

9 12 時 02分 36.1秒 85.1 46.6 143.9 420km 6.6 ― 

10 12 時 02分 45.5秒 94.5 46.6 143.9 420km 6.6 ― 

※1 震度４程度 宗谷地方北部、上川地方北部、留萌地方中北部、宗谷地方南部 

※2 
震度５弱程度 宗谷地方北部 

震度４程度 上川地方北部、留萌地方中北部、宗谷地方南部 

 

 


